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(57)【要約】
　本発明は、エチレンオキシドまたはプロピレンオキシドを脂肪アルコールに加えること
によって得られ、添加プロピレン単位の数は、添加エチレンオキシドの単位の数よりも大
きいことを必要とするアルコールエトキシラートプロポキシラートを洗濯活性物質として
含有する洗濯およびクリーニング剤に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記の式１：

　　　　　　　　　　　　　　　　R1-A-OR2　　(1)

（式中、R1は、C6-C30-アルキルまたはC6-C30-アルケニルであり、
Aは、下記式の基であり：
　　　　　　　　　　-(OC2H4)x-(OC3H6)y- または -(OC3H6)y-(OC2H4)x-、
R2は、水素またはC１-C８-アルキルであり、xは、数１～１０であり、yは、数２～１２で
あり、但し、指数yの値は、指数xの値よりも常に大きいことを条件とする）
のアルコールエトキシラートプロポキシラートを含有する洗濯またはクリーニング剤。
【請求項２】
式１中、R1は、炭素原子１２～１８個を有する線状アルキル基、好ましくは炭素原子１２
～１８個を有する天然起源のアルコールからの線状もしくは枝分かれしたラジカル、およ
びそれらの工業銘柄混合物であり、
Aは、式-(OC3H6)y-(OC2H4)x-の基であり、指数xは、数１～１０であり、１～８であるの
が好ましく、２～６であるのが特に好ましく、２～４であるのが並はずれて好ましく、指
数yは、数２～１２であり、２～１０であるのが好ましく、３～７であるのが特に好まし
く、４～６であるのが並はずれて好ましく、
そして数x＋yの合計は、２～２０の範囲であり、３～１４の範囲であるのが好ましく、４
～１３の範囲であるのが特に好ましく、および５～１２の範囲であるのが並はずれて好ま
しく、
R2は、水素である、
請求項１記載のアルコールエトキシラートプロポキシラートの一種以上を含有する洗濯ま
たはクリーニング剤。
【請求項３】
式１中、R1は、炭素原子１２～１８個を有する線状もしくは枝分かれしたアルキル基、ま
たはこれらの混合物、好ましくはC12/15－アルキル基であり、Aは、式-(OC3H6)y-(OC2H4)

x-の基であり、指数xは、数１～４であり、２であるのが好ましく、指数yは、数４～１０
であり、４～８であるのが好ましく、５～７であるのが特に好ましく、５であるのが並は
ずれて好ましく、
そして数x＋yの合計は、５～１４の範囲であり、６～１０の範囲であるのが好ましく、７
～９の範囲であるのが特に好ましく、および７～８の範囲であるのが並はずれて好ましく
、
R2は、水素である、
請求項１記載のアルコールエトキシラートプロポキシラートの一種以上を含有する洗濯ま
たはクリーニング剤。
【請求項４】
　式１のアルコールエトキシラートプロポキシラートが、プロポキシ基5個およびエトキ
シ基2個を有し、EOおよびPO単位がブロックで配置されたC12/15-アルコールプロポキシラ
ートエトキシラートである、請求項１記載の洗濯またはクリーニング剤。
【請求項５】
　式１のアルコールエトキシラートプロポキシラートの融点が、+10℃よりも低い, 好ま
しくは+3℃よりも低い, 特に好ましくは0℃よりも低い, 特に好ましくは-10℃よりも低い
、請求項１記載の洗濯またはクリーニング剤。
【請求項６】
　粉末, 顆粒, 錠剤として固体形態で, あるいは水性, 水性/有機性, 水性/アルコール性
または有機性配合物として液体形態で存在する、請求項１記載の洗濯またはクリーニング
剤。
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【請求項７】
　固体洗濯剤, 特に重質-軽質洗濯剤、軽質洗濯剤、液体洗濯剤, 機械用食器用洗剤, 手
動食器用洗剤, 液体汎用クリーナー, 浴クリーナー, ガラスクリーナーまたは床クリーナ
ーの形態である、請求項１記載の洗濯またはクリーニング剤。
【請求項８】
　固体洗濯剤の形態でありおよび式１のアルコールエトキシラートプロポキシラートを、
重量により0.5～10%, 好ましくは 1～8%, 特に好ましくは 3～7%の量で含む、請求項１記
載の洗濯またはクリーニング剤。
【請求項９】
　液体洗濯剤の形態でありおよび式１の脂肪アルコールエトキシラートプロポキシラート
を、重量により0.5～10%, 好ましくは 1～8%, 特に好ましくは 3～６%の量で含む、請求
項１記載の洗濯またはクリーニング剤。
【請求項１０】
　汎用クリーナーの形態でありおよび式１の脂肪アルコールエトキシラートプロポキシラ
ートを、重量により0.5～10%, 好ましくは 1～7%, 特に好ましくは 1～5%の量で含む、請
求項１記載の洗濯またはクリーニング剤。
【請求項１１】
　アルコールエトキシラートおよび/または高いEO含量および低いPO含量を有する非発明
のアルコール-EO/PO 付加物のクラスからの更なる非イオン系界面活性剤を含む、請求項
１記載の洗濯またはクリーニング剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、油性-脂肪性の汚れおよび着色の方向への改良された清浄力を有する低起泡
洗濯およびクリーニング剤を製造するための、アルコールポリエトキシラートポリプロポ
キシラートの使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　洗濯およびクリーニング剤における非イオン系界面活性剤としてのアルコールアルコキ
シラートの使用は、知られている。Comunicaciones presentadas a la Jornadas del Com
ite Espanol de la Detergencia (1989)", 20, 45-61, CODEN: CJCDD7, ISSN: 0212-7466
は、アルコールエトキシラートについて、低起泡界面活性剤として記載しかつ高いEO含量
を有するアルコールポリエトキシラートポリプロポキシラートの防汚能力が良好であるこ
とを記載している。EP 694 606は、EO単位１～１０およびPO単位１～１０を有する脂肪ア
ルコールエトキシラートプロポキシラートを含有する、硬質表面用クリーニング剤を起泡
抑制剤として特許請求している。
【０００３】
　現代の洗濯およびクリーニング剤には、高い要求が求められている。それらは、汚れや
油脂の方向への良好なかつ迅速な清浄力の他に，使用しやすく、低い洗濯温度においてさ
え高い洗浄力を示し、色および織物繊維に対して穏やかであり、そしてまた、環境適合性
でなければならない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　目的は、改良された洗濯および清浄力を示し、配合および処理加工が容易でありそして
低い洗濯温度においてさえおよび導入する水の量が少なくても、ゲルを形成する傾向を持
たない、温和で、低起泡の界面活性剤を提供するにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　驚くべきことに、この目的は、プロポキシラート含量がエトキシラート含量よりも多い
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アルコールエトキシラートプロポキシラートによって達成されることを見出した。
【０００６】
　本発明は、下記の式１のアルコールエトキシラートプロポキシラートを含有する洗濯お
よびクリーニング剤を提供する：

　　　　　　　　　　　　　　　　　R1-A-OR2　　(1)

式中、R1は、C6-C30-アルキルまたはC6-C30-アルケニルであり、
Aは、下記式の基であり：

　　　　　　　　　　　-(OC2H4)x-(OC3H6)y- または -(OC3H6)y-(OC2H4)x-、

R１は、水素もしくはC１-C８-アルキルであり、xは、数１～１０であり、yは、数２～１
２であり、但し、指数yの値は、指数xの値よりも常に大きいことを条件とする。
【０００７】
　R2は、線状または枝分かれしたアルキルまたはアルケニル基であり、好ましくは炭素原
子１２～２２個、特に炭素原子１２～１８個を含有する。R2は、水素であるのが好ましい
が、また、メチル、エチル、n-プロピル、n-ブチル、n-ペンチル、n-ヘキシル、n-ヘプチ
ルまたはn-オクチルになることもできる。
【０００８】
　式１の化合物は、エチレンオキシドまたはプロピレンオキシドの狭い同族体分布（「狭
い範囲のエトキシラート-プロポキシラート」）あるいはエチレンオキシドまたはプロピ
レンオキシドの広い同族体分布（「広い範囲のエトキシラート-プロポキシラート」）を
含有することができる。
【０００９】
　エチレンオキシドの含量（指数x）については、下記の範囲が好適である：１～８、２
～６、２～４。プロピレンオキシドの含量（指数y）については、下記の範囲が好適であ
る：２～１０、３～７および４～６。xおよびyについての数の合計は、３～１４、４～１
３および５～１２であるのが好ましい。特定の場合には、指数yについての値は、指数xに
ついての値よりも大きくなければならないことが必須である。EOおよびPO単位は、ランダ
ム分布でまたはブロックで配置することができ、後者の異なる変形が好適である。
【００１０】
　規定したエトキシル化度およびプロポキシル化度は、統計学上の平均値であり、これら
は、特定の生成物について、整数にもまたは小数にもなり得る。
【００１１】
　本発明の好適な一実施態様では、発明に従う洗濯およびクリーニング剤は、式１（式中
、R1は、炭素原子１２～１８個を有する線状もしくは枝分かれしたアルキル基、好ましく
は炭素原子１２～１８個を有する天然起源のアルコールからの線状もしくは枝分かれした
ラジカルである）に従うアルコールエトキシラートプロポキシラートの一種以上、および
それらの工業銘柄混合物を含有し、これらは、例えば、脂肪および油をベースにした工業
銘柄メチルエステルまたはＲｏｅｌｅｎオキソ合成からのアルデヒドを高圧水素化する間
に、そして不飽和脂肪アルコール、例えばラウリル, ココナツ, ヤシ脂肪, パーム核, ス
テアリル, イソステアリル, オレイル, カプロン, カプリル, カプリン, 2-エチルヘキシ
ル, イソトリデシル, ミリスチル, セチル, エライジル, ペトロセリニル（petroselinyl
）, アラキル, ガドレイル, ベヘニル, エルシル, ブラスイジルアルコールからのまたは
合成アルコール、例えばＧｕｅｒｂｅｔアルコールからの不飽和脂肪アルコールを二量化
する際のモノマー留分として製造される。
【００１２】
　Aは、式-(OC3H6)y-(OC2H4)x-の基であり、指数xは、数１～１０であり、１～８である
のが好ましく、２～６であるのが特に好ましく、２～４であるのが並はずれて好ましく、
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指数yは、数１～１２であり、２～１０であるのが好ましく、３～７であるのが特に好ま
しく、４～６であるのが並はずれて好ましく、
そして数x＋yの合計は、２～２０の範囲であり、３～１４の範囲であるのが好ましく、４
～１３の範囲であるのが特に好ましく、および５～１２の範囲であるのが並はずれて好ま
しく、
そしてR2は、水素である。
【００１３】
　本発明の特に好適な実施態様では、発明に従う洗濯およびクリーニング剤は、式１（式
中、R1は、炭素原子１２～１８個を有する線状または枝分かれしたアルキル基、またはこ
れらの混合物、好ましくはC12/15－アルキル基である）に従うアルコールエトキシラート
プロポキシラートの一種以上を含有し、Aは、式-(OC3H6)y-(OC2H4)x-の基であり、指数x
は、数１～４であり、２であるのが好ましく、指数yは、数４～１０であり、４～８であ
るのが好ましく、５～７であるのが特に好ましく、５であるのが並はずれて好ましく、
そして数x＋yの合計は、５～１４の範囲であり、６～１０の範囲であるのが好ましく、７
～９の範囲であるのが特に好ましく、および７～８の範囲であるのが並はずれて好ましく
、
そしてR2は、水素である。
【００１４】
　発明の並はずれて好適な実施態様では、発明に従う洗濯およびクリーニング剤は、オキ
ソアルコールをPO 5 モル当量でプロポキシル化し、次いでC12/15-脂肪アルコールプロポ
キシラート (5 PO) をEO 2 モル当量でエトキシル化することによって製造した、プロポ
キシ基5個およびエトキシ基2個を有し、EOおよびPO単位がブロックで配置されたC12/15-
アルコールプロポキシラートエトキシラートを含有する。発明に従って使用するのが特に
好ましいこの脂肪アルコールプロポキシラートエトキシラートは、Clariant GmbHから商
品名Genapol（登録商標）EP 2552 で入手し得る。
発明の更に並はずれて好適な実施態様では、発明に従う洗濯およびクリーニング剤は、EO
 2～6 モルおよびPO 4 ～8 モルを有するC6-C14-アルコールプロポキシラートエトキシラ
ートを含有する。これらの生成物は、Clariant GmbHから商品名Genapol（登録商標）EP 6
068, 2424, 2445で入手し得る。
【００１５】
　発明に従えば、式1に従う化合物であって、それらの融点が+10℃よりも低い, 好ましく
は+3℃よりも低い, 特に好ましくは0℃よりも低い, 特に好ましくは-10℃よりも低いもの
を使用するのが好ましい。
【００１６】
　発明に従って洗濯剤に使用するアルコールエトキシラートプロポキシラートは、式R1-O
Hの対応するアルコールをエトキシル化およびプロポキシル化することによる既知の方法
に従って製造することができる。このために,脂肪アルコールまたはオキソアルコールを
初めに導入し,力価50%のNaOHでアルカリ化し、次いで、約130℃で, 逐次プロポキシル化
し, 次いで、エトキシル化しまたはエトキシル化し, 次いでプロポキシル化し, そして,
反応が完了した時に, 例えばイソノナン酸によってpH 6～8に調整する。このようにして,
式1（式中、R2=H）の化合物が得られる。R2をアルキルにするつもりならば, 式1（式中、
R1=OH）の化合物を、式R2-OH のアルコールによってそれ自体既知の様式でエーテル化す
る。
【００１７】
　発明に従う洗濯およびクリーニング剤は、粉末, 顆粒, 錠剤として固体形態で, あるい
は水性, 水性/有機性, 水性/アルコール性または有機性配合物として液体形態で存在する
ことができる。 更なる実施態様は、下記にすることができる: 乳濁体, 分散体, ゲルお
よび懸濁体。 
【００１８】
　上述したアルコールエトキシラートプロポキシラートを含有する発明に従う洗濯および
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クリーニング剤は、種々の性質のものでよい。固体洗濯剤, 特に白色および着色洗濯物用
重質-軽質洗濯剤ならびに機械および手洗い用軽質洗濯剤が好ましい。液体洗濯剤, 機械
用食器用洗剤, 手洗い用食器用洗剤, 液体汎用クリーナー, 浴クリーナー, ガラスクリー
ナー, および床クリーナーも同様に好ましい。
【００１９】
　発明の好適な実施態様は、上述したアルコールエトキシラートプロポキシラートを、重
量により0.5～10%, 好ましくは 1～8%, 特に好ましくは 3～7%の量で含有する、粉末洗濯
剤, 顆粒洗濯剤としてのまたは錠剤の形態の固体洗濯剤である。
発明の更に好適な実施態様は、上述した脂肪アルコールエトキシラート プロポキシラー
トを、重量により0.5～10%, 好ましくは 1～8%, 特に好ましくは 3～6%の量で含有する液
体洗濯剤である。
【００２０】
　発明の更に好適な実施態様は、上述した脂肪アルコールエトキシラート プロポキシラ
ートを、重量により0.5～10%, 好ましくは 1～7%, 特に好ましくは 1～5%の量で含有する
手洗い用食器用洗剤である。
【００２１】
　発明の更に好適な実施態様は、上述した脂肪アルコールエトキシラート プロポキシラ
ートを、重量により0.5～10%, 好ましくは 1～7%, 特に好ましくは 1～5%の量で含有する
汎用クリーナーである。
【００２２】
　好適な実施態様では、発明に従う洗濯, クリーニング剤は、アルコールエトキシラート
および／または高いEO含量および低いPO含量を有する非発明のアルコール-EO/PO 付加物
のクラスからの更なる非イオン系界面活性剤を含有する。
【００２３】
　適したアルコールエトキシラートは、式2の脂肪アルコールまたはオキソアルコールエ
トキシラートである：

　　　　　　　　　　　　　　R1-O-(CH2CH2O)n-R
2　(2)

式中、
R1は、炭素原子6～22個、好ましくは炭素原子8～18個を有する線状もしくは枝分かれした
, 飽和もしくは不飽和のアルキル基であり、nは、数1～50, 好ましくは4～25, 特に好ま
しくは4～20である。
【００２４】
　例は、平均で, 1～50モル, 好ましくは4～25モル, 特に好ましくは4～20モルのエチレ
ンオキシドの、カプロンアルコール, カプリルアルコール, 2-エチルヘキシルアルコール
, カプリンアルコール, ラウリルアルコール, イソトリデシルアルコール, ミリスチルア
ルコール, セチルアルコール, パルモレイルアルコール, ステアリルアルコール, イソス
テアリルアルコール, オレイルアルコール, エライジルアルコール, ペトロセリニルアル
コール, アラキルアルコール, ガドレイルアルコール, ベヘニルアルコール, エルシルア
ルコールおよびブラスイジルアルコール, ならびに例えば、脂肪および油をベースにした
工業銘柄メチルエステルまたはＲｏｅｌｅｎオキソ合成からのアルデヒドを高圧水素化す
る間に、そして不飽和脂肪アルコールを二量化する際にモノマー留分として製造されるそ
れらの工業銘柄混合物への付加物である。エチレンオキシド4～25モルの、例えば, ココ
ナツ, パーム, パーム核またはタロー脂肪アルコールのような炭素原子12～18個を有する
工業銘柄脂肪アルコールへの付加物が好ましい。この界面活性剤クラスは、また、Claria
nt GmbH からのGenapol（登録商標）銘柄も含む。
【００２５】
　発明に従う洗濯およびクリーニング剤は、加えて、また、高いEO含量および低いPO含量
を有するアルコール-EO/PO 付加物も含有することができる。
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例は、平均で, 1～50モル, 好ましくは4～25モル, 特に好ましくは4～20モルのエチレン
オキシドおよび平均で, 1～20モル, 好ましくは2～10モル, 特に好ましくは2～6モルのプ
ロピレンオキシドの、上述した脂肪アルコールまたはオキソアルコールへの付加物である
。
【００２６】
　発明に従う洗濯およびクリーニング剤は、非イオン的, アニオン的, カチオン的または
両性的性質の更なる界面活性剤, ならびに通例の補助剤 および添加剤を種々の量で含有
することができる。
【００２７】
　適した更なる非イオン系界面活性剤は、アルキル鎖中に炭素原子6～12個を有するアル
キルフェノールのポリエチレン, ポリプロピレンおよびポリブチレンオキシド付加物,プ
ロピレンオキシドとプロピレングリコールとの縮合から形成される、エチレンオキシドと
疎水性塩基との付加生成物またはエチレンオキシドと、プロピレンとオキシドとエチレン
ジアミンとの反応生成物との付加生成物である。
【００２８】
　その上に, 半極性非イオン系界面活性剤, 例えば式IVのアミンオキシドを使用すること
ができる： 
【化１】

【００２９】
式中、R8は、炭素原子8～22個の鎖長を有する、アルキル, ヒドロキシアルキルもしくは
アルキルフェノール基またはこれらの混合物であり; R9は、炭素原子2～3個を有する、ア
ルキレンもしくはヒドロキシアルキレン基またはこれらの混合物であり; R10は、炭素原
子1～3個を有する、アルキルもしくはヒドロキシアルキル基あるいはエチレンオキシド単
位1～3個を有するポリエチレンオキシド基である。R10/R9 基は、酸素もしくは窒素原子
を経て一緒に結合され、これより環を形成することができる。 
【００３０】
　これらのアミンオキシドは、特にC10-C18-アルキルジメチルアミンオキシドおよびC8-C

10-アルコキシエチルジヒドロキシエチルアミンオキシドを含む。
【００３１】
　非イオン系界面活性剤の代わりにまたは非イオン系界面活性剤に加えて、発明に従う混
合物は、またアニオン系界面活性剤も含有することができる。
【００３２】
　適したアニオン系界面活性剤は、主として直鎖および枝分かれしたアルキルサルファー
ト, アルキルスルホナート, アルキルカルボキシラート, アルキルホスファート, アルキ
ルエステルスルホナート, アリールアルキルスルホナート, アルキルエーテルサルファー
トおよび特定の化合物の混合物である。明細書中、下記に、考慮中のアニオン系界面活性
剤のタイプの内の幾種かを一層詳細に記載することにする。
【００３３】
　第二アルカンスルホナートが好ましい。第二アルカンスルホナートは、式 R-SO3Mであ
って、それのアルキル基 R は、飽和もしくは不飽和の, 線状もしくは枝分かれしており
、そしてまた、ヒドロキシル基を持つこともでき, アルキル鎖の末端の炭素原子は、スル
ホナート基を持たないものの界面活性剤である。炭素原子9～25個、好ましくは10～20個
、特に好ましくは13～17個を有する線状アルキル基を有する第二アルカンスルホナートが
好ましい。対イオンMは、ナトリウム, カリウム, アンモニウム, モノ-, ジ-もしくはト
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リアルカノールアンモニウム, カルシウム, マグネシウムイオンまたはこれらの混合物に
することができる。第二アルカンスルホナートのナトリウム塩が好ましい。
【００３４】
　アルキルエステルスルホナートもまた適している。アルキルエステル スルホナートは
、"The Journal of the American Oil Chemists Society", 52 (1975), pp. 323-329に記
載されている通りに、SO3によってスルホン化されたC8-C20-カルボン酸 (すなわち、脂肪
酸)の線状エステルである。適した出発原料は、例えば, タローもしくはパーム油脂肪酸
のような天然脂肪誘導体である。
【００３５】
　アルキルサルファートおよびアルキルエーテルサルファートも同様に使用する。アルキ
ルサルファートは、式 ROSO3M （式中、Rは、好ましくはC10-C24-炭化水素ラジカル, 好
ましくは炭素原子10～20個を有するアルキルまたはヒドロキシアルキルラジカル, 特に好
ましくはC12-C18-アルキルまたはヒドロキシアルキルラジカルである）の水溶性の塩また
は酸である。 Mは、水素またはカチオン、例えば、アルカリ金属カチオン(例えば、ナト
リウム, カリウム, リチウム) 、またはアンモニウムまたは置換されたアンモニウム, 例
えば、メチル-, ジメチル-およびトリメチルアンモニウムカチオン, または第四アンモニ
ウムカチオン、例えば、テトラメチルアンモニウムおよびジメチルピペリジニウムカチオ
ン, およびアルキルアミン、例えば、エチルアミン, ジエチルアミン, トリエチルアミン
およびこれらの混合物に由来する第四アンモニウムカチオンである。）の水溶性塩または
酸である。ここで、C12-C16を有するアルカン鎖は、低い洗濯温度 (例えば約50℃より低
い)用に好適でありおよびC16-C18を有するアルキル鎖が、より高い洗濯温度 (例えば約 5
0℃を超える) 用に好適である。
【００３６】
　アルキルエーテルサルファートは、式RO(A)m SO3M（式中、Rは、炭素原子10～24個を有
する非置換のC10-C24-アルキルまたはヒドロキシアルキルラジカル, 好ましくはC12-C20-
アルキルまたはヒドロキシアルキルラジカル, 特に好ましくはC12-C18-アルキルまたはヒ
ドロキシアルキルラジカルである。Aは、エトキシまたはプロポキシ単位であり、mは、0
より大きい、典型的には約0.5 ～約6、特に好ましくは約0.5～約3の数であり、および M
は、水素原子或はカチオン, 例えば、金属カチオン（例えば、ナトリウム, カリウム, リ
チウム, カルシウム, マグネシウム等）, アンモニウムまたは置換されたアンモニウムカ
チオンである。置換されたアンモニウムカチオンの例は、メチル-, ジメチル-, トリメチ
ル¥-アンモニウムおよび第四アンモニウムカチオン、例えば、テトラメチルアンモニウム
およびジメチルピペリジニウムカチオン, およびまたアルキルアミン、例えば、エチルア
ミン, ジエチルアミン, トリエチルアミン、これらの混合物に由来するもの、等である）
の水溶性塩または酸である。挙げることができる例は、C12-C18-アルキルポリエトキシラ
ート（１．０）サルファート、C12-C18-アルキルポリエトキシラート（２．２５）サルフ
ァート、C12-C18-アルキルポリエトキシラート（３．０）サルファート、C12-C18-アルキ
ルポリエトキシラート（４．０）サルファートであり、ここで、カチオンは、ナトリウム
またはカリウムである。
【００３７】
　洗濯およびクリーニング剤において使用するために有用なその他のアニオン系界面活性
剤は、C8-C24-オレフィンスルホナート,例えば, 英国特許GB 1,082,179に記載されている
通りに、アルカリ土類金属シトラートの熱分解生成物をスルホン化することによって製造
されるスルホン化されたポリカルボン酸, アルキルグリセロールサルファート、脂肪酸グ
リセロールサルファート、オレイルグリセロールサルファート、アルキルフェノールエー
テルサルファート、第一パラフィンスルホナート、アルキルホスファート、アルキルエー
テルホスファート、イセチオナート、例えばアシルイセチオナート、N-アシルタウリド、
アルキルスクシナメート、スルホスクシナート、スルホスクシナートのモノエステル(特
に、飽和されたおよび不飽和のC12-C18 モノエステル)およびスルホスクシナートのジエ
ステル(特に、飽和されたおよび不飽和のC12-C18ジエステル) 、アシルサルコシナート、



(9) JP 2008-536985 A 2008.9.11

10

20

30

40

50

アルキル多糖のサルファート、例えばアルキルポリグリコシドのサルファート、枝分かれ
した第一アルキルサルファートおよびアルキルポリエトキシカルボキシラート、例えば式
 RO(CH2CH2)kCH2COO

-M+（式中、Rは、C8～C22-アルキルであり, ｋは、数0～10でありお
よび Mは、可溶性塩形成性カチオンである）のものである。樹脂酸または水素化樹脂酸, 
例えば、ロジンまたは水素化ロジンまたはトール油樹脂およびトール油樹脂酸も同様に使
用することができる。更なる例は、"Surface Active Agents and Detergents" (Vol. Iお
よびII, Schwartz, PerryおよびBerch) に記載されている。そのような多数の界面活性剤
が、米国特許第3,929,678号にも記載されている。
【００３８】
　本発明の配合物において使用することができる両性界面活性剤の例は、主として、脂肪
族ラジカルが線状でももしくは枝分かれしていてもよくそして脂肪族置換基の内の一つが
炭素原子8～18個を含有しかつアニオン性, 水溶性の基, 例えば, カルボキシ, スルホナ
ート, サルファート, ホスファートまたはホスホナートを含有する脂肪族第二および第三
アミンの誘導体として広く記載されているものである。
更なる好適な両性界面活性剤は、炭素原子8～22個、好ましくは8～18個、特に好ましくは
12～18個を有する、線状でももしくは枝分かれしていてもよいアルキルラジカルを有する
アルキルジメチルベタイン, アルキルアミドベタインおよびアルキルジポリエトキシベタ
インである。これらの化合物は、例えば, Clariant GmbHにより商品名 Genagen（登録商
標） CABで販売されている。 
【００３９】
　補助剤および添加剤
　洗濯およびクリーニング剤は、意図する使用に応じて, 特定の界面活性剤の他に、また
、各々の場合に特定の補助剤および添加剤, 例えば、 ビルダー, 塩, 漂白剤, 漂白活性
剤, 漂白触媒, 蛍光増白剤, 錯化剤, 灰色化防止剤, 溶解度促進剤, 酸性添加剤, 酵素, 
増粘剤, 防腐剤, 香料および染料, 真珠箔, 発泡防止剤, 金属イオン封鎖剤も含有する。
【００４０】
　適した有機および無機ビルダーは、カルシウムイオンを析出させるかまたはそれらを複
合体で結合させることができる中性のもしくは特にアルカリ性の塩である。適したおよび
特に生態学的に許容し得るビルダー物質, 例えば 、カルシウム結合能力100～200 mg CaO
/gの範囲を有するタイプNaA の微細結晶性, 合成水含有ゼオライトを使用するのが好まし
い。非水性系では,層状シリケートを使用するのが好ましい。ゼオライトおよび層状シリ
ケートは、剤中に20重量%までの量で存在することができる。使用することができる有機
ビルダー物質は、例えば, 好ましくはナトリウム塩の形態で使用するペルカルボン酸, 例
えばクエン酸およびニトリルアセタート (NTA), エチレンジアミンテトラ酢酸であり, 但
し、そのような使用が生態学的理由で望ましくないことのないことを条件とする。これと
同じように, 高分子カルボキシラートおよびそれらの塩を使用することも可能である。こ
れらは、例えば, ホモポリマー性もしくはコポリマー性ポリアクリラート, ポリメタクリ
ラート、特にアクリル酸とマレイン酸とのコポリマー, 好ましくはマレイン酸50%～10% 
のものおよびまたポリビニルピロリドンおよびウレタンの塩を含む。遊離酸に基づいて、
ホモポリマーの相対分子質量は、 1000～100 000であるのが普通であり, コポリマーの相
対分子質量は、2000～200 000であり, 50 000～120 000であるのが好ましく, 特に適して
いるのは、また、例えば, スクロースのポリアリルエーテル約 1%で架橋されかつ相対分
子質量が１００万よりも大きい水溶性のポリアクリラートでもある。それらの例は、Carb
opol 940および941なる名称で入手し得るポリマーである。架橋されたポリアクリラート
は、1重量%を超えない量で使用し, 0.2～0.7重量%の量で使用するのが好ましい。
【００４１】
　発明に従う剤は、脂肪酸アルキルエステルアルコキシラート, オルガノポリシロキサン
およびこれらと超微粒の, 場合によりシラン化された（silanized）シリカとの混合物, 
ならびにまた、パラフィン, ワックス, 微結晶ワックスおよびこれらとシラン化シリカと
の混合物を発泡防止剤として含有することができる。異なる発泡防止剤の混合物、例えば
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シリコーン油, パラフィン油またはワックスのものも有利に使用することができる。発泡
防止剤を粒状の, 水溶性のもしくは水分散性のキャリヤー物質に結合させるのが好ましい
。
【００４２】
　液体洗濯剤は、蛍光増白剤, 例えばジアミノスチルベンジスルホン酸 の誘導体または
それらのアルカリ金属塩を含有することができ、これらは、分散剤中に容易に組み入れる
ことができる。発明に従う剤中の増白剤の最大含量は、0.5重量%であり, 0.02～0.25重量
% の量を使用するのが好ましい。
【００４３】
　剤の所望の粘度は、水および／または有機溶媒を加えることによりまたは有機溶媒と更
なる増粘剤との組合せを加えることによって設定することができる。 原則として、適し
た有機溶媒は、すべて一価-もしくは多価アルコールである。炭素原子1～4個を有するア
ルコール、例えばメタノール, エタノール, プロパノール, イソプロパノール, 直鎖およ
び枝分かれしたブタノール, グリセロールならびに該アルコールの混合物を使用するのが
好ましい。更なる好適なアルコールは、相対分子質量が2000よりも低いポリエチレングリ
コールである。特に, 相対分子質量200～600を有するポリエチレングリコールを45重量%
までの量でおよび相対分子質量400～600を有するポリエチレングリコールを5～25重量%の
量で使用するのが好適である。溶媒の有利な混合物は、モノマー性アルコール, 例えばエ
タノールおよびポリエチレングリコール0.5:1～1.2:1の比からなり, 発明に従う液体洗濯
剤は、そのような混合物を8～12重量%含有することができる。 
【００４４】
　更なる適した溶媒は、例えば, トリアセチン (グリセロールトリアセタート) および1-
メトキシ-2-プロパノールである。
【００４５】
　使用する増粘剤は、好ましくは水素化ひまし油, 長鎖脂肪酸の塩, 好ましくは0～5重量
% の量、特に0.5～2重量%の量で, 例えばナトリウム, カリウム, アルミニウム, マグネ
シウムおよびチタンステアラートまたはベヘン酸のナトリウムおよび／またはカリウム塩
, ならびにまた、多糖, 特にキサンタンガム, グアーグアー, 寒天, アルギナートおよび
チロース（チロース）, カルボキシメチルセルロースおよびヒドロキシエチルセルロース
, また、脂肪酸の相対的に高い分子量のポリエチレングリコールモノ- およびジエステル
, ポリアクリラート, ポリビニルアルコールおよびポリビニルピロリドンである。
【００４６】
　適した酵素は、プロテアーゼ, リパーゼ, アミラーゼおよびこれらの混合物のクラスか
らのものである。それらの分率（fraction）は、0.2～1重量%でよい。酵素は、キャリヤ
ー物質に吸着させおよび／またはコーティング物質に埋め込むことができる。  
【００４７】
　適した酸性添加剤は、有機もしくは無機酸, 好ましくは有機酸, 特に 好ましくはアル
ファ-ヒドロキシ酸ならびにグリコール酸, 乳酸, クエン酸, 酒石酸, マンデル酸, サリ
チル酸, アスコルビン酸, ピルビン酸, オリゴオキサモノ-およびジカルボン酸, フマル
酸, レチノイン酸, 脂肪および有機スルホン酸, 安息香酸, コウジ酸, フルーツ酸, リン
ゴ酸, グルコン酸, ガラクツロン酸, 酸植物および／または果実エキスおよびそれらの誘
導体から選択する酸である。
【００４８】
　微量の重金属を結合させるために, 1-ヒドロキシエタン-1,1-ジホスホン酸 (HEDP)およ
びジエチレントリアミンペンタメチレンホスホン酸(DTPMP)のようなポリリン酸の塩を, 
好ましくは0.1～1.0重量%の重量による量で使用することができる。
【００４９】
　適した防腐剤は、例えば, フェノキシエタノール, ホルムアルデヒド溶液, パラベン, 
ペンタンジオールまたはソルビン酸である。 
【００５０】
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　適した真珠箔剤は、例えば, エチレングリコールジステアラートのようなグリコールジ
ステアリン酸エステルであるが、また脂肪酸モノグリコールエステルもある。 
使用する塩または増量剤は、例えば, ナトリウムサルファート, ナトリウムカーボナート
またはナトリウムシリケート (水ガラス) である。 
【００５１】
　更なる添加剤の代表的な個々の例は、ナトリウムボラート, でんぷん, スクロース, ポ
リデキストロース, スチルベン化合物, メチルセルロース, トルエンスルホナート, クメ
ンスルホナート, せっけんおよびシリコーンである。
【００５２】
　発明に従う剤は、調整してpH 2～12の範囲にするのが普通であり, pH 2.1～7.8にする
のが好ましく, 2.2～6.5にするのが特に好ましい。
【００５３】
　下記の例および応用は、本発明を一層詳細に例示することを意図し、本発明をそれらに
限定するものではない(パーセンテージデータのすべては、重量%で表す)。
【実施例】
【００５４】
例 1: C12-15-オキソアルコールエトキシラート(8 EO)を有する固体の重質-軽質の洗濯剤
【００５５】
【表１】

【００５６】
例 2: C12-15-オキソアルコールエトキシ(8 EO)プロポキシラート(4 PO) を有する固体の
重質-軽質の洗濯剤
【００５７】
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【表２】

【００５８】
例 3: C12-15-オキソアルコールエトキシ(2 EO)プロポキシラート(5 PO) を有する固体の
重質-軽質の洗濯剤
【００５９】

【表３】

【００６０】
調製:
I     ゼオライト, ナトリウムステアラート, Wacker ASP 15, ソーダ, 3 NaGおよびチロ
ースを、初めにLodigeミキサー中に室温で導入しそして15分間混合した。
II    Genapol OA 080またはGenapol EP 2552またはGenapol 2584 を70°C で融解しそし
てIに吹き付けた。
【００６１】
      Wacker ASP 15を室温でIに吹き付けた。
III   Dequest 2066を室温でIIに吹き付けた。 
IV    Tinopal DMS-Xとナトリウムサルファートとをマルチミキサー中で混合した。
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V     撹拌しながらIVに加えた。
VI    Marlon ARL, TermamylおよびSavinaseを加えた。
【００６２】
洗濯条件:
洗濯機械:　　　　Miele Novotronic W927 WPS
バラスト織物:　　3.0 kg; (2 × ベッドシート1.50 × 2.60 m, 4 × まくら 0.80 × 0
.80 m, ISO 2267に従う重質-軽質織物)
試験方法:　　　　単一液体（single-liquor）法
水の硬度:　　　　15°ドイツの硬度
温度:　　　　　　40℃
洗濯サイクル:　　3 ×
用量:　　　　　　130g あるがまま（tel quel）
染みつけ:　　　　汚れモニター Empa 102
洗濯結果
未洗濯に比べた反射率の相違
【００６３】
【表４】

【００６４】
　結果は、C12/15-オキソアルコールエトキシラート(8 EO) に比べたおよびC12/15-オキ
ソアルコールエトキシラート(8 EO)プロポキシラート(4 PO) に比べたC12/15-オキソアル
コールエトキシラート(2 EO)プロポキシラート(5 PO)の洗浄力が明らかに改良されたこと
を明らかに示す。EO/PO脂肪アルコールアルコキシラートを使用する場合には,消泡剤Wack
er ASP 15をなしで済ますことができる。
例 4: 液体洗濯剤
【００６５】
【表５】

【００６６】
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I     KOHをEdenor KPK 1218に加える
II    Bを約 30°C で撹拌しながらIに加える
III   Cを加熱して約 60°Cにする
IV    Dの成分をIIIに逐次加える
例 5: 食器用洗剤
【００６７】
【表６】

【００６８】
調製: 
　Bの成分を撹拌しながらA中に逐次溶解する
例 6: 汎用クリーナー 
【００６９】

【表７】

【００７０】
調製:
I     Bの成分を撹拌しながらA中に逐次溶解する
II    CをIに加える
使用する市販の製品のINCI名
【００７１】
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【表８】

【手続補正書】
【提出日】平成19年2月16日(2007.2.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記の式１：

　　　　　　　　　　　　　　　　　R1-A-OR2　　(1)

（式中、R1は、C12/15－アルキルであり、
Aは、下記式の基であり：
　-(OC3H6)y-(OC2H4)x- 、
R2は、水素であり、x＝２およびy＝５）
のアルコールエトキシラートプロポキシラートを含有する洗濯またはクリーニング剤。
【請求項２】
　粉末, 顆粒, 錠剤として固体形態で, あるいは水性, 水性/有機性, 水性/アルコール性
または有機性配合物として液体形態で存在する、請求項１記載の洗濯またはクリーニング
剤。
【請求項３】
　固体洗濯剤, 特に重質-軽質洗濯剤、軽質洗濯剤、液体洗濯剤, 機械用食器用洗剤, 手
動食器用洗剤, 液体汎用クリーナー, 浴クリーナー, ガラスクリーナーまたは床クリーナ
ーの形態である、請求項１記載の洗濯またはクリーニング剤。
【請求項４】
　固体洗濯剤の形態でありおよび式１のアルコールエトキシラートプロポキシラートを、
重量により0.5～10%, 好ましくは 1～8%, 特に好ましくは 3～7%の量で含む、請求項１記
載の洗濯またはクリーニング剤。
【請求項５】
　液体洗濯剤の形態でありおよび式１の脂肪アルコールエトキシラートプロポキシラート
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を、重量により0.5～10%, 好ましくは 1～8%, 特に好ましくは 3～６%の量で含む、請求
項１記載の洗濯またはクリーニング剤。
【請求項６】
　汎用クリーナーの形態でありおよび式１の脂肪アルコールエトキシラートプロポキシラ
ートを、重量により0.5～10%, 好ましくは 1～7%, 特に好ましくは 1～5%の量で含む、請
求項１記載の洗濯またはクリーニング剤。
【請求項７】
　アルコールエトキシラートおよび/または高いEO含量および低いPO含量を有する非発明
のアルコール-EO/PO 付加物のクラスからの更なる非イオン系界面活性剤を含む、請求項
１記載の洗濯またはクリーニング剤。
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